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1.はじめに 

水田の冬期湛水は生物多様性の向上や水質浄化といった水田の環境面への効果（嶺田ら

2004）のほか、雑草抑制などの営農面への効果（金子･中村 2009、櫻井･矢野 2009）も明ら

かになっている。しかしながら、冬期湛水が土壌の理化学性に対する影響についてまだ十

分に明らかにされていない。そのため、本研究では冬期湛水による、土壌の理化学性と地

下水位に与える影響に関する調査と分析を行った。 

2.研究の方法 

研究の対象地は、過去 10 年間冬期湛水が行われている相模川左岸土地改良区内の水田

（海老名市下今泉）とした。冬期湛水は例年 12 月～3 月にかけて行われている。冬期湛水

実施田（以下、実施田）、実施しない水田（以下、慣行田）とし、それぞれの水田内の 3 地

点から、0～1cm（以下、表土）、1～5cm、5～10cm、10～15cm、15～20cm、20～25cm、25～

30cm の 7 層、計 42 サンプルを採取した。物理性では真比重試験、粒度試験（ピペット法）

を、化学性では強熱減量試験、SFP-3（土壌・作物体分析総合装置）をもちいた土壌肥料成

分分析を行った。土壌肥料成分の項目は、K₂O（カリ）、MgO（苦土）、CaO（石灰）、P₂O₅（リ

ン酸）、NH₄-N（アンモニア態窒素）、NO₃-N（硝酸態窒素）とした。 

地下水位の測定は、実施田と慣行田にダイバー水位計を設置し、1 時間ごとに自記測定

した。 

3.結果と考察 

粒度試験の結果、実施田では慣行田より砂分が多くなっていた。このことから冬期湛水

が、粘土分を流亡させ粒度組成を変化させた可能性が示された。 

化学性分析の結果のうち有機物含有量と K₂O は、実施田よりも慣行田のほうが土壌中

に多く含まれる傾向にあった。これは実施田において有機物が冬期湛水期のかけ流しによ

り流亡し、K₂O は湛水中に溶解し流亡したためと考えられる。一方で、MgO は、実施田の

ほうが慣行田よりも値が高い傾向にあり、実施田・慣行田とも第 5 層（15～20cm）よりも

下層ほど、含有量が多い傾向を示した。実施田の方が MgO を含んでいるのは冬期灌漑水に

より移入したものと考えられるが、まだ不明な点も多い。CaO は、実施田と慣行田におけ

る差異は見られなかった。P₂O₅は、実施田の表土から第 7 層での値に大きな差はなかった

が、慣行田では上層～中層において値が高く、下層では値が低い傾向を示した。実施田で

は透水性が高く下層まで水が浸透するため、各層ごとの P₂O₅の含有量に大きな違いはな

かったと考えられる。慣行田では上層～中層で水の浸透が比較的大きいため P₂O₅が土壌

に吸着するが、深さ 20cm あたりの耕盤によって水の浸透が抑えられるためそれよりも下

層では吸着しにくかったためと考えられる。 
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無機態窒素の総量は実施

田よりも慣行田の方が多く

含まれており、これは実施

田でのかけ流しによる窒素

の流亡と還元状態による脱

窒作用が促進されたためと

考えられる。NH₄-N と NO₃-

N の値を比較すると、実施

田は慣行田よりも NH₄-N の

割合が高かった。これは実

施田が、慣行田と比較して

還元状態の期間が長いことが

結果に表れたといえる。 

 地下水位計測の結果、実施田の地下水位の上昇はもちろんのこと、慣行田での地下水位

の上昇が確認された。このことから、冬期湛水によってもたらされる地下水の涵養効果は

実施田だけでなく、その周囲にもおよんでいることが明らかとなった。  

 4.おわりに  

 冬期湛水が生物多様性の保全や雑草抑制だけでなく、土壌理化学性及び周辺の地下水位

にも影響を与える事が確認できた。また、冬期湛水の正の側面だけでなく負の側面につい

ても明らかにできた。  
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図 3.地下水位標高の変動状況（日平均） 

図 1.各地点の有機物含有量（％） 図 2.各地点の無機態窒素（mg/100g） 
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